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安曇野市男女共同参画推進会議 あかしな支部 今回は 

  

安曇野市男女共同参画推進会議あかしな支部は、「明科 

男女共生ネットワーク」を改め、市男女共同参画推進会議 

の 5 支部の一つとして、市の男女共同参画推進や啓発など 

を目的に活動をしています。 

現在の会員数は 24 名です。会員の中には明科いいまち 

つくろうかい!!・えべや・ひまわりサポーター・あやめ育 

成会等の他団体の構成員やリーダーとして重複所属・活動 

をしている方が多くいます。 

あかしな支部では、あやめまつり会場での啓発協力や信 

州安曇野薪能実行委員会・くるりん広場への参加や年 1 回 

の講演会やコンサートなどの企画・開催を長年継続してき 

ました。昨今では、会員の高齢化や会員数が増えない現状 

を鑑みて、明科公民館や各会員が所属する団体等との連携 

や共催と云う形での推進が望ましいものと考えています。 

地域で自分らしく生き生きと輝き生きるための「ワーク 

・ライフ・バランス」を視点に、平成 31 年 3 月 2 日（土） 

明科公民館やえべやとの共催で、ピアノ：市川美穂さん、 

バイオリン：市川雅之さん他を迎えて「スプリング・コン 

サート」を企画開催し、103 名の来場者も含め、それぞれ 

の立場での楽しいひと時を共有しました。 

また「信州花フェスタ 2019」が、松本平広域公園で開 

催（4 月 16 日～6 月 16 日）され、安曇野市もサテライト 

会場となりました。折良く「信州花フェスタ 2019」に協 

賛すべく企画提言し、5 月 8 日（水）明科支所前やひまわ 

りの花壇を花植えの場として、支所職員や会員の皆さん 

20 名程で植栽作業をしました。鮮やかな色彩の花壇は、 

閉会後も地域の方々の目を楽しませています。 

令和元年度は、障がいを持った人も含め、いろいろな方 

々の才能にも目を向けたコンサートなど企画開催の検討を 

しています。さらに、あらゆる場面で自らが意思決定し、 

自分らしく輝ける場の輪を広げるためにも、会員数が増え 

るように地域の方々のご理解とご協力をよろしくお願い致 

します。 

 

です 

今月の明科の事業所・団体紹介 

あかしな支部代表 

望月 静美 

明科支所：☎62-3001 / 明科公民館：☎62-4605 

安曇野市明科中川手６８２４番地１ 

令和元年９月１９日 発行 No. 55 
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 材
所
の
甲
府
出
身
の
機
械
工
宮
下
太
吉
ら
の

明
治
天
皇
暗
殺
未
遂
事
件
と
逮
捕
後
の
裁
判

関
係
。 

 

③
三
大
文
化
人
長
峰
山
で
安
曇
野
を
想
う

…1
9
7
0

年
５
月
小
説
家
の
川
端
康
成
、
井
上

靖
、
日
本
画
家
の
東
山
魁
夷
が
長
峰
山
で
一

堂
に
会
し
北
ア
ル
プ
ス
安
曇
野
の
美
し
さ
に
驚

嘆
し
、
「
残
し
た
い
静
け
さ
美
し
さ
」
の
言
葉
を

残
し
た
。 

こ
れ
ら
は
明
科
で
あ
る
が
故
の
地
の
利
か
ら

発
生
し
て
い
る
。
山
、
川
、
段
丘
、
景
観
、
こ
れ

ら
は
歴
史
上
、
非
常
に
大
き
な
要
因
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
を
こ
れ
か
ら
の
明
科
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

そ
こ
で
、
市
は
豊
科
郷
土
博
物
館
の
改
築
を

検
討
中
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
市
内
で
唯
一

美
術
館
、
博
物
館
、
資
料
館
と
言
っ
た
文
化
的

施
設
が
無
い
明
科
の
風
光
明
媚
な
地
に
建
設

し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
辺
り

一
帯
を
改
修
し
、
明
科
駅
前
か
ら
龍
門
渕
、

水
産
試
験
場
前
川
沿
い
に
鱒
池
を
横
目
に
自

然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
兼
郷
土
博
物
館
ワ
サ

ビ
畑
や
犀
川
河
川
敷
の
御
宝
田
遊
水
池
一
帯

（
冬
は
白
鳥
）
と
観
光
や
小
中
学
校
の
学
習
に

も 

み
な
さ
ん
安
曇
野
市
で
の
歴
史
上
の
三
大

出
来
事
と
言
え
ば
何
を
思
い
つ
き
ま
す
か
？ 

穂
高
神
社
の
開
基
、
拾
ヶ
堰
の
開
削
、
加
助
騒

動
、
荻
原
碌
山
、
土
地
改
良
事
業
…
な
ど
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠

け
る
。
し
か
し
明
科
が
加
わ
る
と
全
国
的
に
も

注
目
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
明
科
と
言

う
地
理
的
地
形
的
に
自
然
と
必
然
と
発
生
し

た
歴
史
的
事
が
ら
で
あ
る
。 

安
曇
平
（
松
本
平
）
の
水
が
す
べ
て
集
ま
り
、

北
ア
ル
プ
ス
の
伏
流
水
が
噴
き
出
す
。
中
山
間

地
が
多
く
平
家
落
人
集
落
や
海
野
氏
・
仁
科

氏
が
対
峙
す
る
最
前
線
。
四
方
八
方
へ
の
交
通

の
要
所
。
そ
し
て
何
よ
り
も
北
ア
ル
プ
ス
と
対

峙
す
る
東
山
こ
と
長
峰
山
の
存
在
。
こ
れ
ら
は

明
科
の
大
き
な
特
徴
で
他
と
は
異
す
る
も
の
で

安
曇
野
市
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。
そ
こ
で
小
生
が
市
の
歴
史
的

三
大
出
来
事
を
挙
げ
る
と
す
る
と
次
の
す
べ
て

明
科
が
舞
台
で
あ
る
。 

①
明
科
廃
寺
…
全
国
の
歴
史
学
者
の
中
で

も
注
目
、
安
曇
野
を
切
り
開
い
た
古
代
信
濃

安
曇
族
が
７
世
紀
後
半
に
建
立
し
た
と
さ
れ

る
県
下
最
古
の
本
格
寺
院
。 

②
大
逆
事
件
…
明
治
後
期
に
国
営
明
科
製

材 

も
活
用
で
き
、
ま
た
ル
ー
ト
と
し
て
の
線
が
で

き
、
更
に
こ
れ
が
長
峰
山
、
潮
沢
廃
線
敷
や

押
野
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
宿
泊
は
長
峰
荘
と
言
っ

た
具
合
に
面
的
に
も
広
が
り
、
駅
利
用
者
や

駅
前
商
店
街
に
人
が
集
ま
る
と
い
っ
た
い
わ

ゆ
る
中
心
部
の
賑
わ
い
の
構
築
に
も
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
明
科
と
言
う
地
の
利
や

歴
史
的
資
源
の
活
用
も
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
地
域
出
身
議
員
や
地
域
区
長
会
で
も

議
論
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。 

ひ
と
つ
気
が
か
り
な
の
は
高
瀬
川
左
岸
縁

辺
部
か
ら
犀
川
橋
上
流
右
岸
縁
辺
部
は
糸

魚
川
静
岡
構
造
線
上
の
松
本
盆
地
東
縁
断

層
帯
が
走
り
、
向
こ
う
27
年
間
に
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
8.5
、
最
大
震
度
７
が
発
生
す
る
確
率

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

ら
に
耐
え
ら
れ
最
小
限
の
被
害
に
留
め
ら
れ

る
と
い
う
構
造
を
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要

は
あ
る
。
地
震
列
島
の
日
本
に
お
い
て
東
海

地
震
が
最
も
想
定
さ
れ
る
中
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
も
幾
つ
も
の
断
層
帯
を
横
切
り
静

岡
で
も
第
２
東
名
高
速
が
供
用
開
始
し
て
い

る
。
そ
ん
な
こ
と
も
参
考
に
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
よ
う
で
は
な
い
か
。 

 

令
和
元
年
９
月 

郷
土
塾
出
水
庵 

永
峰  

明
科
は
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を 

72 善光寺街道と善光寺 街道 

古代の明科地域の交通事情はどのようなものだったでしょうか。 

この地域を走っていた道路や河川の交通、物流システムなどにつ

いて学びます。どうぞ、おでかけください。 

日 時： ９月２０日(金) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 潮沢ロマンの会 

参加費： 無料 

対 象： 市内在住または在勤の人 

申込み： 不要 

地学の先生をお招きし、明科地域の地質や地震の発生原理につ

いて、立体模型等を使いながら分かりやすく解説していただきま

す。身近な地質や地震の知識を身につけて災害に備えましょう。 

 
日 時： ９月２５日(水) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 遠藤 正孝先生（明科高校教諭、日本地質学会会員） 

参加費： ３００円 

お茶請： おはぎが出ます 

申込み： 不要 / 主催： 明科いいまちつくろうかい!! 



3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時： １０月３日(木) 午後５時～８時 

内 容： 午後５時～ 講習会『長野県の食べられるきのこ・食べられないきのこ』 

 午後６時～ きのこ料理食事会 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 降籏 傅さん(日本菌学会会員) 

参加費： ７００円 

定 員： 先着５０人 

その他： アルコール飲料を飲まれる方は各自持参してください。 

 また、車以外の交通手段でお越しください。 

申込み： ９月２４日（火）・２５日（水）に明科公民館へお電話 

 ください（℡62-4605）。受付は午前９時～午後５時。 

秋の味覚であるきのこの種類、発生のメカニズムを学び、きのこ料

理を味わう講座です。どうぞ、ご参加ください。 

いいまちサロンで初めての映画観賞会です。本作は、海沿いの寒

村に赴任した女性教師「大石先生」と１２人の教え子たちとの人情

味溢れる師弟愛を軸に、第二次大戦によりもたらされた数多くの苦

難と悲劇を描いた不朽の名作です。この機会にぜひご覧ください。 

 
日 時： １０月２９日(火) 午前１０時～正午頃 

会 場： 明科公民館 講堂 

内 容： 映画鑑賞『二十四の瞳』（原作：壺井栄） 

 上映時間：１時間４５分程度 

参加費： ３００円 

申込み： 不要 

主 催： 明科いいまちつくろうかい!! 

スポーツの秋です。日頃の運動不足解消といつもは行き会えない

人と交流を図る良い機会です。どうぞ、ご参加ください。 

日 時： １０月２０日(日)午前８時３０分～午後１２時４０分 

会 場： 龍門渕運動広場 

明科天王原で生産したブドウで今年作られたワインを試飲、

食事をしながら講演会とコンサートを行います。 

食事のみでも参加できますので、お気軽におでかけください。 

映画観賞会 

きのこの知識を深め味わう講座 

ヘルシー担々麺、タピオカミルクティーなど、ヘルシーで秋の味覚

を楽しむ料理をつくります。 

日 時： １０月１０日(木) 午前９時３０分～正午 

会 場： 明科公民館 調理実習室 

講 師： 洞 みづほさん 

参加費： １０００円 

定 員： 先着２０人 

対 象： 市内在住または在勤の人 

持ち物： 料理を持ち帰る容器（タッパーなど） 

申込み： １０月２日（水）・３日（木）に明科公民館へ 

お電話ください（℡62-4605）。受付は午前９時～午後５時。 

73 

日 時： １１月２２日(金) 午後５時～午後８時 

会 場： 明科公民館 講堂 

講演会： 午後５時～ 講演会『ワインの種類と楽しみ方』 

講 師： 山﨑 祥乃さん(日本ソムリエ協会認定ソムリエ) 

コンサート： 午後６時～ ワインの試飲・食事会、コンサート 

出 演： 竹内朱里さん（フルート）、星井彰美さん（ピアノ） 

曲 目： 「秋桜」「青い山脈」「愛の賛歌」ほか 

参加費： ２５００円（食事のみは７００円） 

       ※ワイングラス６杯目からは追加料金５００円/杯 

定 員： 先着５０人 

申込み： １１月１１日（月）・１２日（火）に明科公民館へお電話 

ください（℡62-4605）。受付は午前９時～午後５時。 

注 意： ワインを試飲される方の車での来場はお断りします。 

共 催： 明科いいまちつくろうかい!! 
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・敬老会のシーズンです。人生１００年時代という語句も生まれ、高齢者が

元気な時代になりました。明科地域には１００歳以上の方が現在８人いら

っしゃいますが、全員女性です。女性の生命力の強さにびっくりです。わた

しも女性に負けないよう、長寿餅を食べてがんばろうと思います。（や） 

・近々引っ越しするためネット回線を解約しましたが、パソコン大好き人間

なのでやることがありません。この機会に積ん読を消化して読書習慣をつ

けよう！と画策しましたが、全く読む気がおきません。意志が弱い。頭の中

は「早く Youtube を見る生活に戻りたい」との思いでいっぱいです…。（ふ） 

編集後記 

家庭の日  

明科いいまちつくろうかい!!の主催で、第２回の明科うまいもん朝市

が行われた。 

昨年、5周年記念事業で行ったのに続き、今年はフリーマーケットを加

え、8月 31日の午前中、明科公民館の駐車場を会場にして開催した。 

前日準備が始まるまで雨が降り続き、当日の天気も心配されたが、朝か

ら陽射しに恵まれ、朝市終了の 12時には 30℃近くまで気温が上昇し、か

き氷やアイスで涼をとる姿がみられた。 

出店は昨年同様、えべやから珈琲や加工品の販売、辰巳の円揚げ、笹屋

の饅頭、西村菓子店のアイスなど、あかしな農業塾から採れたて野菜、大

洋農園から葡萄やたまごが販売された。また藤原畜産からは、昨年同様安

曇野放牧豚の炭焼きに加えて、キッチンカーの参加があった。 

初参加のぼーのふぁーむ明科のワイン試飲は、出足が心配されたもの

の、当日開かれていた研修会終了後に参加者が買い求める姿がみられた。

合わせて出店したちいさいぱんやも好評だった。フリーマーケットには

地元ふきぼこの家やグランド・リッシュの他、豊科、松本、塩尻から出店

があり賑わった。 

明科まちなかにぎわいの拠点として、来年以降も続けていきたい。 

（明科うまいもん朝市実行委員長：横田 耕太郎） 

 

 

明科地域文化祭が開催されます 
11 月 2 日(土)～4 日(月)にかけて、文化祭が明科公民館で開催されます。 

皆さんの日頃の活動の成果であるご自慢の作品や一芸を、この機会に発表してみてはいかがでしょう？ 

また、期間中はさまざまなステージ発表があります。ぜひご鑑賞ください。 

募集要項 
募集内容： 書道・水墨画・絵画・写真・彫刻・彫塑・陶芸・ 

 和洋裁・手芸・織物・押花・押絵・生花・菊花・ 

 盆栽・俳句短歌・学習発表など 

申込期限： ９月３０日(月)まで 

申込方法： 明科公民館窓口で所定の用紙に記入 

問い合せ： 明科公民館（℡62-4605） 

 

 

展示場所： 明科公民館内 

展示日程： １１月２日(土)～１１月４日(月) 

搬入日時： １１月１日(金)午後１時～ 

撤去日時： １１月４日(月)午後３時～ 

当日日程 

ステージ発表 

11/2 
土 

11/3 
日 

11/4 
月 

日 時： 午前１０時３０分～正午 

出 演： 白澤春奈さん（ファゴット）、須澤恭子さん（ピアノ） 

曲 目： 「愛の挨拶」「ライオンキング」ほか 

 会場は全て明科公民館講堂です！ 

 

日 時： 午前１０時～正午 

出 演： オーケストラアンサンブル青い風 

曲 目： 「ラデツキー行進曲」「瀬戸の花嫁」「信濃の国」ほか 

日 時： 午前１０時～午後２時 


